
地域協 目的 検討 取り組み

第１期

H17.10～

H19.09

第２期

H19.10～

H21.09

第３期

H21.10～

H23.09

第４期

H23.10～

H25.09

第５期

H25.10～

H27.09

第６期

H27.10～

H29.09

第７期

H29.10～

H31.09

「交通」

「取り組みの検討」

「地域ニーズ調査」

「体育振興事業の継続」
「体育振興事業」

「体育振興事業」

「ボランティア運送事業」

「有償運送等活動支援事業」

「ふるさと特産品加工推進振興事業」

「後継者不足が見込まれる」

「新たな人材の取り込みが必要」

「ライフサポート事業」（交通・除雪）

「ﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄ事業の検討」

「交通・除雪サポートの検討」

「学校運営協議会制度とは」

「農産物加工の検討」

「厚田資料室ﾘﾆｭｰｱﾙの検討」 「歴史文化振興支援事業」(資料室改修)

「森林環境保全整備等活動支援事業」「森林保全活動の検討」

「水彩画展の検討」 「あつた水彩画展芸術文化振興事業」

「後継者不足」

「地域振興事業の持続

「活動団体ﾒﾝﾊﾞｰの高齢化」

「地域づくりへの参加を広める必要性

「あつた水彩画展芸術文化振興事業」「水彩画展事業の検討」

「情報発信の検討」 「厚田あったかニュースの発行等」

「地域おこし協力隊制度の

検討検討開始」

「厚田の魅力発信の検討」 「新商品の開発」「情報発信基地」

「地域で取り組み情報発信事業」

「厚田の小さな情報誌増刷事業」

「農産物直売所ｻﾎﾟｰﾄ事業」

「厚田ご当地ｸﾞﾙﾒ開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業」

「厚田区地域協活動報告冊子」作成

「厚田ＰＲ・商品開発・情報発信」

「厚田区10年の絆」

「地域おこし協力隊」採用（Ｈ26.4）

「除雪」

「複合施設構想の検討」 「重点道の駅」選出

「活動団体の高齢化が現実化」

「人手不足が現実化」

「地域での取り組み検討」

「活性化への新たな人材投入の検討」

「民泊、おもてなし講座の開催等」

「地域おこし協力隊(2期目)」採用

「道の駅への

地域住民の係りを検討」

「朝一食堂の試験営業」

② 厚田区の「取り組み」

「地域ニーズの把握」

Ａ体育振興の継続

Ｉ厚田産の農産物ＰＲ

Ｄ地域の文化歴史を発信

Ｅ環境保全、森林を次世代へ

Ｆ厚田の良さ(風景)ＰＲ、

地域が優れた文化と触れる機会

Ｃ厚田ならではの地域教育

Ｍ住民活動の核となる

施設が必要

Ｂ地域課題抽出

Ｂ日常生活を支える仕組みづくり

Ｂ持続可能なｻﾎﾟｰﾄのあり方

Ｊ地域づくりの輪を広げる

Ｇ食を通し

厚田らしさをＰＲ

Ｋ地域づくりに

新たな人材を投入

Ｌ住民活動をまとめ

今後の地域づくりに活かす

Ｇ食を通し

厚田らしさを内外にＰＲ

Ｌ地域住民が道の駅と係る

Ｋ地域づくりに

新たな人材を投入

・地域住民が

道の駅と係る

Ａ住民の健康づくりの

取り組み・食のＰＲ

Ｆ厚田の良さ(風景)ＰＲ、

地域が優れた文化と触れる機会

Ａ厚田区ｺﾐｭﾆﾃｨゆめ倶楽部 Ｆ厚田アクアレール実行委員 Ｋ地域おこし協力隊活用検討会

Ｂあつたﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾄの会 Ｇ厚田こだわり隊 Ｌ小冊子編集委員会

Ｃ地域教育分科会 Ｈ地域賑わい呼びおこし隊 Ｍ複合施設建設構想策定委員会

Ｄ厚田資料室ｻﾎﾟｰﾄの会 Ⅰ農協女性加工ｸﾞﾙｰﾌﾟ Ｎ着地型観光町づくり協議会

Ｅあつたの森支援の会やまどり Ｊ地域協情報誌編集委員会

（子どもから高齢者までの健康づくり）

クローズアップ

（テーマ「スポーツと食」）

制度を学ぶ

Ｈ朝市に賑わいと活気を呼ぶ 「手段の検討」


